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本論文の第 2 の成果は，平氏政権の国政領導体制を構造的に解明して，その存立時期を治承3年 11 月から治承 5年
間 2 月の後白河院政の本格的再開まで， としたことである。従来，平氏政権論は軍制論に片寄るか，或いは高倉を健
偏とする清盛の独裁体制と論ずるのみで，平氏の国政領導体制と高倉親政・院政との構造的連関については十全に明
らかにしてこなかった。それに対して著者は，①平氏は高倉天皇の親裁権を強化しつつ，その周辺を固めて高倉を独
占し，内議を介して平氏の意志を国家意志に転化したこと，②平氏は一族・家人を太政官機構・国街支配機構，天皇
家・摂関家の家政支配機構に配置するとともに，人事権を媒介に上級貴族や実務官人貴族を懐柔・編成したこと，を
解明して，平氏が国政を領導したシステムを明らかにしてみせた。特に高倉親政・院政期の政治構造の精織な実証は，
平氏政権論のみならず，院政論一般や中世国家論にも資するところ大である。
本論文の成果の第 3点は，当該期の政治史分析に寺社勢力論を初めて本格的に導入したことにある。以仁王が反平
家武士と寺社勢力に挙兵を呼びかけたことからも判るように，治承・寿永の内乱では，寺社勢力も重要な役割を占め
ていた。ところが武士中心史観の影響もあってか，こうした問題を正当に位置づけた研究はほとんど存在しなかった。
本論文は，近年の寺院構造論の達成を踏まえつつ，政治過程分析に寺社勢力論を導入することによって，政治史を王
法の内部で完結させるのではなく，王法仏法という広い視座から捉え直すことに成功した。また，一方で仏神事興隆
政策を展開しつつ，他方では権門寺社統制を強力に推進することによって，後白河院が寺社勢力を編成・統轄してい
た事実を明らかにしたことは，中世国家の宗教政策論を構想してゆく上で非常に重要な成果であり，事実，その後の
研究に本論は大きな影響を与えている。
勿論，残された課題もある。平氏政権を在地領主を編成した中世的武家権力とする結論そのものはょいとしても，
その場合には，平氏政権と院政政権・鎌倉幕府との質的異同が改めて問われなければならないだろう。また日宋貿易
や畿内西国の分業流通の展開と平氏政権との関係についても，なお掘りさげた分析が求められよう。しかし，中央政
界での政治過程から在地での領主制の展開まで幅広く検討して，平氏の全容に迫った本論文は，平安後期時代史への
重要な貢献として，長く研究史に残るであろう。本委員会は，本論文が博士(文学)の学位にふさわしいものと認定
する。
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